
健
康
の
お
話

沼
尾 

利
郎

大
人
の
ア
レ
ル
ギ
ー

沼
尾
　利
郎

　
　ぬ
ま
お 

と
し
お

日
光
市
生
ま
れ
。
宇
都

宮
高
校
、
獨
協
医
大
卒

業
後
、
米
国
留
学
を
経

て
塩
谷
総
合
病
院
副
院
長
、
国
立
病
院
機
構
宇
都
宮

病
院
院
長
を
歴
任
。
現
在
は
同
病
院
名
誉
院
長
と
し

て
宇
都
宮
セ
ン
ト
ラ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
等
で
診
療
。
専

門
は
呼
吸
器
、
ア
レ
ル
ギ
ー
、
ス
ポ
ー
ツ
医
学
な
ど
。

リンゴ、モモ
サクランボ、ナシ
大豆（特に豆乳）
ピーナッツ

ハンノキ
シラカンバ

１-５月
４-６月

トマトスギ１-４月

交差反応しうる食物時　期

メロン、トマト
スイカ、キウイ
ピーナッツ
オレンジ、バナナ

カモガヤ
オオアワガエリ

５-９月

メロン、スイカ
バナナ、キュウリ
トマト、セロリ
ニンジン
スパイス類

ブタクサ
ヨモギ

８-10月

花　粉

■
ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻
炎

ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
の
患
者
は
世
界
的
に

増
加
し
て
お
り
、
日
本
で
は
特
に
ア
レ
ル

ギ
ー
性
鼻
炎
（
花
粉
症
な
ど
）
が
著
し
く

増
え
て
い
ま
す
。
例
え
ば
ス
ギ
花
粉
症
の

有
病
率
は
年
齢
別
に
10
歳
未
満
で
は
３
人

に
１
人
、
10
代
で
は
２
人
に
１
人
、
20
ー

50
代
で
も
ほ
ぼ
２
人
に
１
人
（
45
％
）
と

な
っ
て
お
り
、
ま
さ
に
「
ア
レ
ル
ギ
ー
は

21
世
紀
の
国
民
病
」
と
言
わ
れ
る
状
況
で

す
。
花
粉
症
増
加
の
背
景
に
は
複
数
の
要

因
が
あ
り
、⑴
戦
後
全
国
で
ス
ギ
が
植
林

さ
れ
た
⑵
夏
の
気
温
上
昇
で
花
粉
の
飛
散

量
が
増
え
た
⑶
車
や
工
場
か
ら
の
排
気
ガ

ス
と
花
粉
が
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
を
起
こ
す

⑷
都
市
部
で
は
土
の
地
面
が
少
な
く
花
粉

が
吸
収
さ
れ
に
く
い
、
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

実
際
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
花
粉
の
飛
散
量
は
過

去
20
年
間
（
１
９
８
７
ー
２
０
０
７
年
）

で
約
３
倍
に
増
加
し
て
お
り
、
複
数
の
調

査
に
よ
り
「
乳
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
国

民
の
２
人
に
１
人
は
何
ら
か
の
ア
レ
ル

ギ
ー
疾
患
に
罹
患
し
て
い
る
」
と
報
告
さ

れ
ま
し
た
。

花
粉
症
の
治
療
は
抗
原
回
避
（
花
粉
を

避
け
る
）
と
薬
物
療
法
（
対
症
療
法
）
が

中
心
で
す
が
、
近
年
で
は
ア
レ
ル
ギ
ー
体

質
自
体
を
改
善
す
る
「
舌
下
免
疫
療
法
」

が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
精
製
さ

れ
た
ス
ギ
抗
原
エ
キ
ス
を
少
量
か
ら
体
内

に
入
れ
て
体
を
ス
ギ
に
慣
ら
し
て
い
く
根

本
療
法
で
あ
り
、以
前
は
「
減
感
作
療
法
」

と
言
わ
れ
た
も
の
で
す
。
一
般
の
薬
物
療

法
と
は
異
な
り
症
状
改
善
だ
け
で
な
く
薬

剤
使
用
量
の
減
少
や
治
療
終
了
後
の
効
果

持
続
も
確
認
さ
れ
て
お
り
、
世
界
保
健
機

関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
の
見
解
で
は
「
喘
息
や
ア

レ
ル
ギ
ー
性
鼻
炎
の
自
然
経
過
を
修
飾
し

う
る
唯
一
の
治
療
法
」
と
位
置
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
（
日
本
で
は
ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻

炎
の
み
保
険
適
応
）。

■
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー

子
供
で
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
を
起
こ
す
原

因
物
質
（
ア
レ
ル
ゲ
ン
）
の
多
く
は
卵
や

牛
乳
、
小
麦
で
す
が
、
大
人
で
は
果
物
や

野
菜
が
多
数
を
占
め
ま
す
。
大
人
の
食
物

ア
レ
ル
ギ
ー
で
は
花
粉
症
と
の
関
連
が
指

摘
さ
れ
て
お
り
、
花
粉
症
の
人
が
特
定
の

食
物
に
対
し
て
ア
レ
ル
ギ
ー
症
状
を
示
す

疾
患
を
「
花
粉
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
症
候
群

（
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
）」
と
言
い
ま
す
（
口
腔
ア
レ

ル
ギ
ー
症
候
群
と
も
呼
ば
れ
る
）。
こ
れ

は
花
粉
と
似
た
構
造
の
タ
ン
パ
ク
質
を
持

つ
食
物
に
体
が
間
違
え
て
反
応
し
（
交
差

反
応
）、
食
べ
て
か
ら
口
・
の
ど
の
か
ゆ
み
、

腫
れ
、
イ
ガ
イ
ガ
等
が
出
現
す
る
も
の
で

す
。Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
の
原
因
花
粉
と
食
物
は
表

の
通
り
で
あ
り
、
十
分
な
加
熱
を
す
れ
ば

原
因
と
な
る
タ
ン
パ
ク
質
は
分
解
さ
れ
る

た
め
多
く
の
食
物
は
安
全
に
食
べ
ら
れ
ま

す
。
実
際
に
生
の
リ
ン
ゴ
で
症
状
が
出
る

人
で
も
ジ
ャ
ム
や
ア
ッ
プ
ル
パ
イ
で
あ
れ

ば
食
べ
て
も
無
症
状
の
こ
と
が
多
い
で
す
。

た
だ
し
、
加
熱
加
工
時
間
が
比
較
的
短
い

豆
乳
は
呼
吸
困
難
な
ど
の
強
い
ア
レ
ル

ギ
ー
症
状
を
起
こ
す
リ
ス
ク
が
あ
る
の
で

注
意
が
必
要
で
す
。

福
井
県
７
施
設
の
調
査
で
は
耳
鼻
科
受

診
者
の
う
ち
女
性
の
13
％
、
男
性
の
６
％

に
口
腔
ア
レ
ル
ギ
ー
の
症
状
が
あ
り
、
花

粉
症
患
者
で
は
そ
の
約
20
％
に
本
症
が
認

め
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、「
花
粉
症
患
者
の

陰
に
は
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
患
者
が
い
る
」
と
い
う

認
識
が
必
要
と
専
門
医
は
注
意
喚
起
を
し

て
い
ま
す
。

■
ア
ニ
サ
キ
ス
ア
レ
ル
ギ
ー

ア
ニ
サ
キ
ス
は
寄
生
虫
（
線
虫
）
の
一

種
で
あ
り
、
そ
の
幼
虫
は
サ
バ
、
ア
ジ
、

サ
ン
マ
、
カ
ツ
オ
、
イ
ワ
シ
、
イ
カ
な
ど

の
魚
介
類
に
寄
生
し
て
い
ま
す
。
ア
ニ
サ

キ
ス
に
よ
る
病
気
で
は
腹
痛
、
悪
心
、
嘔

吐
な
ど
を
呈
す
る
ア
ニ
サ
キ
ス
症
（
食
中

毒
）
が
有
名
で
す
が
、
皮
膚
症
状
や
ア
ナ

フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
な
ど
を
き
た
す
ア
ニ
サ
キ

ス
ア
レ
ル
ギ
ー
も
あ
る
た
め
注
意
が
必
要

で
す
。
こ
れ
は
魚
介
類
摂
取
直
後
か
ら
数

時
間
以
内
に
じ
ん
ま
疹
や
呼
吸
困
難
、
ア

ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
症
状
な
ど
を
起
こ
す
も

の
で
、
ま
れ
に
は
遅
発
性
（
10
数
時
間
後

に
症
状
出
現
）
の
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ア

ニ
サ
キ
ス
抗
原
は
加
熱
し
て
も
冷
凍
し
て

も
加
工
品
で
も
そ
の
抗
原
性
は
失
活
し
な

い
た
め
、
一
定
期
間
は
全
て
の
海
産
物
を

避
け
る
の
が
原
則
と
な
り
ま
す
。
本
症
の

詳
し
い
説
明
や
対
処
法
は
ア
ニ
サ
キ
ス
ア

レ
ル
ギ
ー
協
会
Ｈ
Ｐ
を
参
照
し
て
下
さ
い
。
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